
 令和７年 ４月 ９日（水） 

 （祝辞より）ご入学おめでとうございます。職員、在校生一同心から歓迎いたします。それ

ぞれの分野でのスペシャリストを目指して、２年間専門的で実践的な学習に励んで、地域に

根差し、地域のために貢献できる人材になって下さい。 

 最初に、簡単に本校について触れてみます。本校は、昭和６２年、新庄・最上の八市町村の熱い思いと

絶大な支援を受けて、東京に本社を置くＩＴ分野で一部上場の株式会社コアグループの代表である種村良

平氏が立ち上げました。当初は、地方の活性化と情報系の人材育成を目的に、新庄コンピュータ専門学校

として発足しました。時代の変遷に伴い、様々な変革を行い、介護福祉士科を新設したのを機に、新庄コ

アカレッジと改名しました。開校してから間もなく４０年になろうとしています。開校時より、長年にわ

たり、８市町村の皆様には、校内外の環境整備を含め、様々な分野において、継続的に支援していただい

ております。衷心よりお礼と感謝を申し上げます。 

 この間、地元の課題解決や新しい時代に即した学校となるために、努力を惜しまず、進化を続けていく

という基本的な考えや姿勢は一貫して変わることはありません。最近では、少子高齢時代という現状を踏

まえ、新しい本校の将来像について、理事会や評議員会をはじめ、様々な機会を通じて検討してまいりま

した。まだ、素案の段階ではありますが、地域のための学校として、本校の存在意義や将来の方向性を見

据え、新しい学校に生まれ変わるためのプランを構想してきました。 

 結論を言えば、この地域が抱えている教育課題の解決のため、本校が地域のコアとなり、地域の教育的

資源を有機的に結びつけ、系統的で持続性のある活動が可能な組織を構築し、有効かつ効果的な教育実践

が行えるような学校を目指したいということです。入学生の皆さんも一緒に新しい学校を創りましょう。 

ここで、最近の卒業生の主な実績と特徴について触れてみたいと思います。 

 最後に、入学生の皆さん、「学べる機会に恵まれたこと」「自分でしたい勉強に集中できること」を素

直に喜び、感謝し、貴重な時間を無駄使いしてはいけません。新しい知識に触れ修得することをあきらめ

ず、貪欲に挑戦してくれることを心から願っております。そして、保護者の皆さんにお願いです。学校と

家庭は教育の両輪です。意思疎通はとても大切です。学校行事などの活動に、一緒に参加していただき、

学生、職員、保護者の連携を深め、強固な信頼関係を築いていきますので、よろしくお願い致します。                  

祝入学  

卒業生１５名が巣立ちました。とても感動した卒業式でした。春は、別れと出会いの時
期です。新しい仲間を迎えました。新しい思い出に残るドラマを作っていきましょう。 

卒業式の様子  

① 令和６年度も地元就職率１００％を達成しました。地域の後継者として地域に定着することは、   

 本校の一番の目標です。今後も様々な機関と協力して、引き続き尽力していきます。 

② ６年連続、介護福祉士試験に合格１００％を達成しました。全国統一模試も、昨年は全国2位、今

年は５位という素晴らしい結果を残しました。 

③ ２年連続、登録販売者試験の合格率８０％を達成しました。再チャレンジして合格した学生も２

名います。失敗してもあきらめないで挑戦することを示してくれました。 

④ 令和６年度は、介護福祉科の学生２名が、登録販売者の試験に合格し、医療ビジネス科の学生1名

が初任者研修の資格を取得しました。他学科の科目に挑戦し、ダブルライセンスを達成しました。

本校の特徴の一つである学科横断的な学習を結果として残してくれました。 

⑤ 社会人学生の学習に対する意欲と姿勢には目を見張るものがあります。それが本校の教育の質を

大きく向上させて、それが若い学生にも良い影響を与えています。 


